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研究成果の概要（和文）： 

 高齢者や障害者の口腔疾患の予防および全身状態に対して行う口腔ケアの効果を知るため，
口腔ケア評価法が必要と考えた。そこで，口腔癌検診で使用されている擦過細胞診を応用して
口腔粘膜細胞の変化などについて光学顕微鏡と電子顕微鏡観察を行いった。口腔擦過細胞診の
応用は口腔内の細胞変化だけでなく口腔衛生や唾液による粘膜の湿潤状態，微生物の細胞への
影響など口腔環境が推察でき，口腔ケアプラン作成の評価に応用できることが示唆された． 
 
研究成果の概要（英文）： 

The oral health care is essential to maintain the good oral health for elderly and 
special needs people. However, there is no objective method to evaluate the condition 
of oral mucosa. The purpose of this study was to analyze oral smear cytology as an objective 
method to assess the oral mucosa condition of them．This study suggested that smear 
cytology would be useful to objectively evaluate the oral mucosal condition.  
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１．研究開始当初の背景 
 要支援・要介護者に対し専門的口腔ケア実
施が重要とされていた。口腔ケア実施にはプ
ラン作成が必要とされていたが、臨床現場に
おいて作成されていないことが多く、作成さ
れていても客観的な評価のもとに実施され
ていなかった。そこで、ケアプラン作成時に
口腔ケアの有効性を判断するための客観的
評価の確立が急務であった． 
 

２．研究の目的 
 上記の１．に示したように口腔ケアの客観
的評価基準の作成は急務であったが、実際の
臨床場面においては，多くはその術者の主観
的な臨床経験に頼っていることが多かった。
特に，口腔ケアを必要とする要介護高齢者で
は、自らの口腔疾患を認知・表現できない場
合が多く、ケアプラン作成時に口腔ケアの有
用性を判断するためにも客観的評価が必須
であった。従来、器質的口腔ケアは歯数やウ
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蝕罹患率、口腔清掃状態（歯垢付着率）など
で評価されていたが、口腔ケアは粘膜や口腔
周囲筋機能を高めることが目的でるため、口
腔粘膜の状態を経時的に評価できる客観的
な方法の確立とその応用が口腔ケアの有効
性を判断するためには必要であると考えら
れた。そこで本研究では、口腔粘膜の評価方
法として口腔擦過細胞診を使用し口腔ケア
のアセスメントに応用できる方法を確立す
ることを目標にした。 
 
３．研究の方法 

本研究に同意をした(1)高齢者，(2)精神疾
患患者，(3)非経口摂取の要介護高齢者，(4)
要介護高齢者に対して，全身状態および口腔
状態を独自のアセスメント表などに従って
抽出した。加えて，口腔乾燥状態の診査およ
び口腔擦過細胞診を頬粘膜，下顎臼歯部歯肉，
舌，口蓋部などに実施した。口腔擦過細胞診
実施後は，通常に従って Papanicolaou およ
び Periodic acid-Shiff 染色を行い，光学顕
微鏡にて観察を行った。 

細胞変化を認めたことから治療目的に採
取した白板症にカンジダ菌を認めた組織の
もどし標本を作成し，電子顕微鏡観察を実施
した。同様の方法を応用して，口腔擦過細胞
診でスライドガラスに細胞を塗沫したサイ
トブラシを 2.5%グルタールアルデヒド液内
に撹拌し，通法に従い樹脂帆上手いし電子顕
微鏡観察用の資料を作成し、透過型電子顕微
鏡にて観察した。それぞれの細胞に関して、
異型性，炎症性変化，細胞質の大きさ，微生
物の種類や量などを細胞検査師と共に診断
を行って解析した。 
 
４．研究成果 
(1) 高齢者の口腔内状態と口腔粘膜細胞の
関係 

高齢者 26 名を対象に口腔内診査，SAKODA
式口腔アセスメントおよび口腔細胞診を実
施した．頬粘膜および下顎左側臼歯部頬側歯
肉または歯槽粘膜を擦過した． 

口腔擦過細胞診の Papanicolaou 分類によ
る結果では，Class I（図１）が頬粘膜 20 例
および歯肉 7例で，他症例は Class II であ
った．Class II の症例（図 2）では，多数の
細菌群と炎症性細胞を背景に核の腫大，大小
不同および核周明庭を呈する表層型および
中層型細胞を認めた．Candida sp. が頬粘膜
で 7例，歯肉で 12 例に観察され，Periodic 
acid-Shiff (PAS) 染色にて菌糸状構造（仮
性菌糸）を認めた（図３）．放線菌を頬粘膜
の 6例と歯肉の 17 例に認め，歯肉アメーバ
原虫が頬粘膜で 1例，歯肉の 10 例で放線菌
群周囲に観察された．口腔ケアアセスメント
のリスク点数が高くなると細胞異型傾向が
強くなった．以上より口腔擦過細胞診の応用

により口腔衛生や機能の状態が推察でき，口
腔ケアプラン作成の評価に応用できること
が推測できた． 

 

 
図 1 Class I の細胞像 

（頬粘膜部，Pap，×40） 
 

 
図 2 Class II の細胞像 

（頬粘膜部，Pap，×10） 
 

 
図 3 Class II における Candida 菌と細胞像

（歯肉部，Pap，×40） 
 
 
 
 
 
 
 



(2) 精神障害者の口腔粘膜細胞変化の検索 
精神疾患による入院患者 30名を対象に(1)

と同様の方法を歯肉，口蓋，頬粘膜，舌の 4
部位の粘膜の口腔擦過細胞診を行った． 

全症例が Class II で, 部位別の特異性は
認めなかった．口腔清掃状態の不良な症例で
は高齢者の Class II と同様の所見であった．
仮性菌糸の像を示す Candida sp.を 23例に認
められ，そのうち 9例では全部位に観察でき
た．23 例が口腔乾燥感を自覚していた．口腔
乾燥感の自覚に関わらず，低い口腔水分測定
値など口腔乾燥を臨床的に認めた症例では，
細胞の核が膨化し，エオジンおよびエオジン
Gに細胞質が染まる表層型細胞を集合性に観
察でき、口腔乾燥という口腔環境を細胞が反
映していることがわかった（図 4）．喫煙者で
は同様の細胞変化が観察された． 

 
図 4 Class II における口腔乾燥状態と疑わ 

れる細胞像（頬粘膜部，Pap，×40） 
 
  

(3) 非経口高齢者の口腔環境と粘膜細胞変
化の検索 

(2)より口腔乾燥の環境が細胞変化に大き
く影響すると考え，非経口摂取である胃ろう
増設者 20 名を対象に唾液湿潤度検査および
口腔内水分計による唾液を指標とした口腔
内環境のアセスメントと口腔擦過細胞診を
実施した．口腔擦過細胞診の実施部位は舌背
表面とした．唾液湿純度検査および口腔水分
計による計測は舌尖から約 10mmの部位とし，
口腔擦過細胞診は概ね同様な場所を中心に
擦過した．口腔湿潤度検査値は平均 1.9±
2.5mm，口腔水分計値は平均 19.5±8.0％で，
粘膜の乾燥を疑えた。Papanicolaou 分類では，
Class I およびが Class II が各 10 名であっ
た． Class II では，多数の細菌群と炎症性
細胞を背景に核の腫大，大小不同および核周
明庭を呈するエオジンおよびエオジン Gに細
胞質が染まる表層型細胞を集合性に観察し
た．また，1例では放線菌のコロニーが認め
られた．Class Iでは口腔湿潤度検査値が 2.0
±2.8mm，口腔水分計値が 21.8±7.0％で，
Class II では口腔湿潤度検査値が 1.7±
2.1mm，口腔水分計値が 16.8±8.2％と Class 

II では口腔環境が Class I に比較して不良で
あった。以上より胃ろう増設者では臨床評価
においても細胞学的に舌粘膜表面の乾燥が
疑われた． 

  
(4) 要介護高齢者の口腔粘膜細胞の変化の
検討 

病院入院中または介護施設入所中の要介護
高齢者133名を対象に口腔ケア実施前の細胞
を検索し評価を行う目的で下顎左側歯肉の口
腔擦過細胞診を実施した。Papanicolaouの分
類でClass IIは75名で56.4％であり，そのう
ちカンジダ菌が観察された症例は，58名で
77.4%であった．細胞所見で細胞に強い変化を
認めた例では，カンジダ菌が菌糸状構造を示
し，細胞間や細胞集塊の中に菌糸を伸ばして
細胞にカンジダ菌が貫らぬいているような像
や細胞質自身がしわ状を呈し核周囲明庭が認
められた． 

カンジダ菌は口腔内に常在しているといわ
れるもののどのように口腔内の細胞に影響を
及ぼしているか未だ不明な点が多く，口腔ケ
アの評価に口腔擦過細胞診応用ではカンジダ
菌による細胞への影響を知り，カンジダ菌を
考慮すべきかどうか検索することは重要であ
ると考わかった． 
 
(5) 扁平上皮細胞とカンジダ菌との電子顕微
鏡による形態学的検索  

口腔の白板症治療を目的に切除した歯肉組
織の中にカンジダ菌を認めた組織のもどし標
本を作製し，透過型電子顕微鏡にて観察を行
った．細胞質内にカンジダ菌と思われる物質
が観察された． 

そこで，(4)の対象者である要介護高齢者に
も電子顕微鏡による観察を行った。口腔擦過
細胞診実施時にスライドガラスに細胞を塗沫
したサイトブラシを2.5％グルタールアルデ
ヒド液内で撹拌し，通法に従い樹脂包埋を行
ない電子顕微鏡観察の資料とした．電子顕微
鏡像では，細胞間のデスモゾーム結合および
細胞質内の中間フィラメントが多数観察され
，中心部には厚い細胞壁を有する菌糸型のカ
ンジダ菌と思われる物質が観察された．通常
の光学顕微鏡観察結果で菌糸型のカンジダ菌
を認めた症例では多くの良性異型細胞を認め
た．これらの結果から，カンジダ菌が細胞に
貫通した可能性，またその貫通による細胞変
化の可能性，およびそれぞれが相互に影響し
ていることが推測された． 

(1)～(5)の結果を総合的に検討すると，口
腔乾燥などを伴う口腔環境に変化を認める際
には，細胞が乾燥による扁平上皮細胞の変化
に加え，カンジダ菌が貫通しやすくなるよう
な細胞の変化などを伴う可能性が示唆された
。要介護者や障害者では，全身状態不良や多
剤服用による口腔乾燥，口腔内の清掃不良を



認めることから本対象者のような要介護者に
対する口腔ケアは単なる口腔清掃ではなく，
環境や微生物などによる口腔内細胞の変化に
対して積極的な対応が必要であり，ケア計画
を決定する際には口腔粘膜細胞およびカンジ
ダ菌を始めとする口腔内微生物やの状態など
も含め評価していく必要があり，本法の応用
は有用であると考えられた． 
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